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大阪学院大学 2012-2013年春学期 
 

環境コミュニケーション 
 

担当教員： 
 

友永 雄吾 (Tomonaga Yugo) 

E-mail:         tomoyugo@hotmail.com 

授業時間：      月・水 16:10-17:40             

Office Hours :  N/A 

科目コード :   2023 

 

コース概要 

 

アジアを苦近年、温暖化、災害、資源枯渇、乱開発といった多岐にわたる環境

問題の原因が、人間の生き方すなわち広い意味での人間の文化の問題に関連して

いると認識されています。このコースでは、グローバルなレベルで生じるこれら

環境問題を考えつつ、その問題を、ローカルなレベルで起きる環境問題にひきつ

けて比較できる、ものの見方について学習します。そして、個人、組織、国家さ

らには国家間で環境問題に関わるための具体的な施策立案ができる環境コミュニ

ケーション能力を養います。このためには、さまざまなバックグランドを有する

人びとと対話ができる能力の獲得がひつようになります。 

そこで、このコースでは、世界各国の環境問題に学びつつ、それらを日本国内

の問題に引き付け、それぞれの問題を取り巻くさまざまなステーク・ホルダーの

視点を分析します。そして、学生がこの授業で学んだ事例を自らの経験と知識よ

り比較し、そこにあらわれる類似点と相違点を明らかにします。 

この授業では、講義と学生によるディスカッションを中心に進めますが、京都

府下や万博記念公園でのフィールド・ワークも実施する予定です。このため、学

生はより深い知識を学ぶことができます。 

 

使用教材 
 

授業資料は講義時に適宜コピーを配布します。 

 

評価 

 

授業への出席と発表        40％ 

学内課題（チームおよび個人発表） 30％ 

フィールド・ワーク課題      30％ 

                                

留意点 

 

この授業は、日本語で実施しますが、重要な用語は英語にて表記します。さら

に学生の興味にもとづいてテーマを設定してもらい、それに関する個人発表を

してもらいます。また、講義中に出されるレポート課題を提出し、その内容に

関するグループ・ディスカッションと発表もしてもらいます 

 

スケジュール 

 

 

第１週： オリエンテーション  

第２週 ：環境コミュニケーション I 

第 3週：環境コミュニケーション II  

第 4週：民族と開発Ⅰ: マイノリティー集団と持続可能な開発 

第 5週：民族と開発Ⅱ: ウラン鉱山と先住民、伝統的知識と生物多様性 

第 6週：民族と開発Ⅲ: アイヌ民族とダム開発 

第 7 週：ビデオ上映、グループ・ディスカッションおよびワーク・シート作成  

第 8 週：グループ発表 

  ＊フィールド・ワーク（万博記念公園） 

第 9週：資源管理Ⅰ:コモンズ悲劇を超えて  

第 10週：資源管理Ⅱ:ローカル・コモンズとしてのマツタケ山管理 

第 11週：資源管理Ⅲ:ナショナル・コモンズとしての国立公園管理  

第 12 週：資源管理論Ⅳ: グローバル・コモンズとしてのクジラ漁  

  ＊フィールド・ワーク（京都府下のマツタケ山） 

第 13週： ビデオ上映、グループ・ディスカッションおよびワーク・シート作  

成 

第 14週 ：グループ発表、個人発表 

第 15 週：まとめ  

 
 


